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大動脈解離にお ける回転デ ジ タル 血管撮影の 有用性

　○佐 久 間治子 ・赤坂晃彦 ・大貫 洋子 ・大湾朝仁 ・新田 武 史

日本医科大学付属病院放射線科

【は じめに 】

　救急医療の 現場 にお い ては 、常に低侵襲且 つ 短時間 に多くの 確実な情報が 取得で きる モ ダ リテ ィ が求め られ

て い る 。 血管撮影 の 分野にお い て は 、確定診断 を目的 と し た検査以外 に、 IVR 等 の 治療を 目的 とした施行 が

増えて きて い る。近年、大動脈解離 （AD ）症例にお ける高齢者や 、 全身状態低下 による外科的手術が困難な

患者に対 し、低侵襲に施行可能な大動脈 ス テ ン トグラ フ 留置術 を施行 し始め て い る 。 そ の 際、回転デジ タル 撮

影シ ス テ ム （回転 DSA 撮影シ ス テ ム）の 有効性が認 め られて い る の で 紹介す る。

【使用機器】

　 SF − VA100 　（日立）：全 周性回転型装置

　撮影 モ
ー

ドは、緊急時 も含 め多 くの 場合　 360D × 4 ． 8 秒 の 高速回 転モ
ー

ドが使用 される。

【撮影テ ク ニ ッ ク1
1 、従 来の DSA 撮影 に比 べ

、 回転 DSA 撮影 は撮影時間が 固定 され る為、造影剤 が血 管内に十 分充満 した状

　　態で 撮影す る為の 画像収集開始時間設定が困難 で ある。当院で は、過去の 施行例 よ り指標時間を設 け、カ

　　テ位置や血流動態 を考慮 し決定 して い る 。 （AD 症例で は、　 O ． 8 〜 L 　O 秒の INJ − SUB 時間にて

　　撮影 し て い る。）

2 、 急性期の AD 患者の 多くは 、意識状態や呼吸状態が悪い 為、患者協力が得に くく、ミス レ ジの 発生 は避け

　　られ ない
。 そ の 場合 、機器性能上 ポ ス トプ ロ セ ス 処理 が 出来な い 為、DA 像 による観察が必須 となる 。

3 、ガ ン トリータイプ で ある回転 DSA 装置で の撮影 の 際、他 の 医療器具や点滴 の 移動 に CT 撮影時 と同様

　　 の 注意や清潔保持 に努め る必 要 があ る 。 また、装置の 設置にお い て は 、ス ペ ース ク リア ラ ン ス を考慮に入

　　れた設置が望ま し い 。

4 、短 パ ル ス で の 撮影が余儀な くされ る為、静止 画にお い て 画像 の 劣化は避 けられない。 し か し、動画 に よ

　　 る観察が基本 とな る為、臨床上 の 不具合 はない 。

【AD 症例】

　 AD 患者は、短時間に急変する事が多 く、治療方針 の 決定 には迅 速 さが 要求され

る。その 為には、ENTRY の 位置 ・大きさ ・形態の 情報が必要 とされ、また剥離内

膜、ULP 、大動脈弁 の 状態、　AR 有無 ・程度、主要血 管と真腔及び偽腔 と の 関係等

も重要な診断基準 とな る。従来の DSA シ ス テ ム にお い て は、こ れ ら個 々 に対す る

至適角度像 （Fig　1 ）を短時間に得 るの は困難 で あ っ たが、回転 DSA シ ス テ ム にお

い て は、こ れ らの 情報を一度 の 撮影 にて明瞭に得 られ る為 、 治療方針 を決定す る上

で 重要な情報提供が可能で あ る。同時に、検査 時間の 短縮、患者被曝や造影剤投与

量の 軽減が図れ る 。

【大動脈 ス テ ン トグラフ ト留置術】

　近 年、AD 症例に対 し経皮的経カテ
ー

テ ル 的に ス テ ン トを人 工 血管で覆 っ た ス テ

ン トグラ フ ト （Fig　2 ） を、　X 線透視下にて留置する治療法が注 目されて い る 。 しか

し、ス テ ン トグラ フ トを留置す る際、ENTRY の 同定以外に主要分岐血 管の解剖学

的位置関係等を正 確な角度惰報 を把握す る必要が ある。回転 DSA シ ス テ ム は、全周

性の 角度情報を収集する為、大動脈 ス テ ン トグラ フ ト留置術を施行す る上 で 特に有

用で ある。

【回 転 DSA シ ス テ ム の 可能性 】

　回転 DSA 撮影 で得 られたデー
タ をボ リュ ウムデー

タ として 、三 次元再構成 （fig　3 ）

す る コ ・
一一

ン ビ ーム CT シ ス テ ム が 開発 され 、距離計測や体積計算等がカテ ーテ ル キ ャ

リブ レ
ーシ ョ ン 法よ り簡便 に測定出来る可能性が考 え られ る。

【結語 】

　回転 DSA シ ス テ ム は 、救急 医療 の 現場 に おい て 有用なシ ス テ ム で ある。特に AD

症例等の 至 適角度 か らの 観察が困難な病態にお い て も 、

一度 の 撮影 で全周性 動画像

が リア ル タイ ム に得 られ る事が出来 る為、早急に治療 へ 反映す る事が 可能で ある。

また、大動脈 ス テ ン トグラ フ ト留置術等の 最新治療技術にお い て は、従来以上 に多く

の 角度情報が必要 と され 、回転 DSA シ ス テ ム を用い る事で 十分な情報提供が可能 と

考え られ る。

Fig　1　 回 転 DA 画像
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Fig　2 　 ス テ ン トグラ フ ト

Fig　3　 三 次 元 再構成画像
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